






























































4 ソシュー ノレの「言語先行説J を指す．それは，記号表現の上で区別がなかったら概念も区別し得ないと
いう論理に帰結される．詳しくは，国広哲弥（1985）を参照されたい．


































































































































































































































































久野では，（23）の「はJ は γ対照J の用法であり，「ねこJ と「へびJ は対照されているとす
る． しかし単文の中での「ねこJ と「へび、J は各々「主題J としての働きをしていることが認め









































































































































グノレー フ。の「大勢の人J の中には属さず，「来なかった人」のグループ。に入ることによって， や
っとニ項目の表別がおもてに現われてくるという手順をふむ．
これを図示すると，次のようである．








































IとI＇は内包の枠， I とI＇は外延の枠を示す. IとI', I とI＇のペアは同一様相の
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a；犬， A；動物 I 
acA（外延） I 








rとりたて」による「区別J の意識から生じている両国性である．そして IとI においてその
背景である A巴と acは，ただそれが背景として存在していることを示すだけで，背景が話し手
の認知の中に入っていることを示すわけではない． しかし， Y と I＇の場合はすでに話し手の
認知の中に Acとどが入って，それに対しては暗示的表現意図として働くことになる．したが



















図 8 （存在の確認） 図 9 （不在の確認）











































































































「～は～がJ 文に対しての上記の考察は，三上章（1972a:138）の「全体Jー 「部分J （部面）とも
通じるところがある22.












「が」と「はJ の意味，その背景と形態 141 
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は他ならぬ aが…である． J 
［一揖中立叙述［一主題（I）とりた1
今 A巴は aが…であるかどう！ ｜て今Aは他ならぬ aが…で｜
か知らないが， とにかく Al lあるが， Bは他ならぬ bがl
は aが．．．である． 」 L…である． 」
図 10 図 11 図 12
u 
［表…主題（I) 吋 ！ 
今とにかく Aは aが…であるが， l
Bは aが．．．でない． 」
図 13
「J.ilJ(7) M Jfl±fil (II）一 1
今 ACは知らないが， とにかく A は aが…であり，｜
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形態が持つ背景となり，同時に「はJ のような r主題J の役割もする．
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